
　　　

道路上で大型動物の死骸や落下物などの異状を発見した方は、

「道路緊急ダイヤル＃９９１０」 にご一報をお願いします。

５月３０日、雫石町立雫石中学校２学年の生徒による国道４６号沿いの清掃活動が行われました。昭和５３年から始

まったこの活動は、「ごみゼロの日」（５月３０日）に合わせ、雫石中学校で半世紀近く続いている伝統行事です。

当日は、雫石バイパス西口から仙岩トンネル周辺までのおよそ８キロの道のりを引率の先生や交通指導員に見守ら

れながら、生徒が８班に分かれ、各々軍手とゴミ袋を携えごみ拾いを開始。自分たちの住む雫石の街をきれいにしよ

うと道路脇の草むらにも分け入りながら空き缶やペットボトルなど１時間以上にわたって拾い集めてくださいました。

黙々とごみを探し拾い集める生徒、仲間と競いつつ楽しみながら集める生徒などスタイルは様々でしたが、誰もが

受け身ではなく主体的に清掃活動に参加されていたように感じました。集めたごみは、分別用にあらかじめ色分けし

たゴミ袋へと集約し、今年も任務を終えました。

「みんなが使う財産である道路をキレイにする」という、自分たち

の奉仕活動が地域を下支えして元気にする、ひいては社会貢献につな

がっています。

雫石中学校の皆様、世代を超えて長年国道清掃に尽力いただきまし

て、心より感謝を申し上げます。


